






















5.小括

　小児保健や児童福祉などの専門家に対して、少子化の背景や少子対策に関する意見を求

めた。少子化の背景としては、束縛されず自由にしていたい人の増加、女性の高学歴化や

就労の増加などの結婚に関する意識の変化が強く、特に家事や育児に関する意識が希薄化

していることに加えて、保育サービス体制がまだ不十分であり、子育ての経済的負担が大

きいことをあげている。また、対人関係の未熟さと拙劣さが強く、育児に自信がもてない

人が多いことも背景として示されている。

　少子対策としては、保育制度、保育サービスの確立、育児休業制度の定着と復帰時の体

制が確立されることが必要であること、さらに住宅の整備が不可欠であるとしている。こ

れらの点について、専門領域の学者の意見においても確認することができた。


